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雄

一

陸
游
の
入
蜀
と
そ
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て

	

―
宋
代
杜
甫
詩
評
を
手
が
か
り
と
し
て
―

一　

問
題
の
所
在

 

南
宋
の
文
人
・
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
の
一
万
首
近
い
詩
作
を
収
め
る
詩
集
は
、
全
集
で
あ
り
な
が
ら
『
剣
南
詩
稿
』
と
い
う

「
一
官
一
集
」
の
旧
題
を
踏
襲
し
て
い
る（

１
）。
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
筆
者
は
ま
ず
、
陸
游
の
四
川
に
対
す
る
慕
情
を
支
え
た
、
彼
と
四

川
人
士
と
の
交
流
に
つ
い
て
検
討
し
た（

２
）。
次
い
で
、
陸
游
の
知
厳
州
事
在
任
時
（
淳
煕
十
四
年
︹
一
一
八
七
︺、
陸
游
六
十
三
歳
、
厳
州
は
現
浙
江
省

建
徳
）
に
お
け
る
二
十
巻
本
『
剣
南
詩
稿
』
の
刊
刻
に
つ
い
て
、
当
該
時
期
の
陸
游
評
価
が
「
四
川
を
踏
破
し
た
詩
人
」
と
い
う
側
面
を

強
調
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
剣
南
詩
稿
』
と
い
う
旧
題
の
踏
襲
に
、
陸
詩
の
読
者
層
に
よ
る
評
価
形
成
が
介
在
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
た（

３
）。

 

本
稿
は
、
前
稿
で
触
れ
た
「
四
川
を
踏
破
し
た
詩
人
」
と
い
う
評
価
の
中
に
、
や
は
り
四
川
に
流
寓
し
た
経
歴
を
持
つ
杜
甫
と
重
ね

合
わ
せ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
宋
代
に
お
け
る
杜
甫
詩
評
を
手
が
か
り
と
し
て（

４
）、

陸
游
の
入
蜀
、
彼
が
四
川
を
踏
破
し
た
こ

と
が
、
南
宋
初
中
期
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
浅
見
洋
二
氏
が
、「
形

似
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
宋
代
に
お
け
る
詩
歌
が
描
写
す
る
「
想
像
」
の
世
界
と
現
実
世
界
を
並
置
す
る
観
点
か
ら
、「
作
品
と
作

品
の
描
写
対
象
と
の
間
に
横
た
わ
る
空
間
的
距
離
を
超
え
て
移
動
し
直
接
に
自
分
自
身
の
眼
で
描
写
対
象
を
見
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で

作
品
と
作
品
の
描
写
対
象
と
を
見
比
べ
る
」
議
論
が
宋
代
詩
評
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
「
詩
に
つ
い
て
現
実
と
の
対
応
関
係
が

問
題
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
詩
に
対
応
す
る
現
実
の
個
別
性
・
多
様
性
が
問
題
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
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て
い
る（

５
）。
こ
れ
を
承
け
れ
ば
、
宋
代
に
は
、
詩
を
作
る
た
め
、
読
む
た
め
に
、
詩
に
対
応
す
る
現
実
を
把
握
す
る
た
め
の
実
地
踏
破
、

と
り
わ
け
官
僚
と
し
て
の
行
旅
が
意
義
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
前
稿
に
検
討
し
た
よ
う
な
陸
游
評
価

が
示
唆
す
る
、
詩
歌
の
創
作
に
お
け
る
実
地
踏
破
の
重
視
、
行
旅
へ
の
肯
定
的
な
評
価
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。

二　

陸
游
の
同
時
代
評
価
と
杜
甫

 

ま
ず
は
、
前
稿
で
も
扱
っ
た
友
人
た
ち
に
よ
る
陸
游
評
価
に
お
い
て
、
両
者
が
長
期
に
亘
っ
て
四
川
に
寓
居
し
た
こ
と
を
以
て
、
陸

游
を
杜
甫
に
擬
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

 

陸
游
よ
り
二
歳
若
い
友
人
で
あ
り
、
南
宋
三
大
家
の
一
人
で
も
あ
る
楊
万
里
（
一
一
二
七
～
一
二
〇
六
）
は
、
陸
游
が
厳
州
に
て
刊
刻
し

た
二
十
巻
本
『
剣
南
詩
稿
』
に
詩
を
書
き
付
け
て
い
る
。
そ
の
一
首
目
に
は
、
陸
游
が
た
ど
っ
て
き
た
旅
路
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

今
代
詩
人
後
陸
雲　

天
將
詩
本
借
詩
人　
　

今
代
の
詩
人　

後
陸
雲　

天 

詩
本
を
将も
つ

て
詩
人
に
借ゆ
る

す

重
尋
子
美
行
程
舊　

盡
拾
靈
均
怨
句
新　
　

重
ね
て
尋
ぬ
子
美　

行
程
の
旧
き
を　

尽
こ
と
ご
とく
拾
ふ
霊
均　

怨
句
の
新
た
な
る
を

鬼
嘯
狨
啼
巴
峽
雨　

花
紅
玉
白
劍
南
春　
　

鬼
嘯う
そ
ぶき　

狨
啼な

く　

巴
峡
の
雨　

花
紅
く　

玉
白
し　

剣
南
の
春

錦
囊
繙
罷
清
風
起　

吹
仄
西
窗
月
半
輪　
　

錦
囊 
繙と

き
罷
は
り
て
清
風
起
こ
り　

吹
仄
す　

西
窓　

月
半
輪
な
り

（
楊
万
里
「
跋
陸
務
観
剣
南
詩
稿
二
首
」
其
一
、『
誠
斎
集
（
６
）』

巻
二
十
）

第
二
句
に
あ
る
、
天
が
詩
人
に
与
え
た
「
詩
本
」
と
は
、「
杜
甫
（
子
美
）
の
足
跡
を
訪
ね
、
屈
原
（
霊
均
）
の
怨
み
を
拾
い
集
め
た
」
旅

程
に
お
い
て
出
逢
っ
た
「
巴
峡
の
雨
」、「
剣
南
の
春
」
で
あ
っ
た（

７
）。

長
江
流
域
の
水
路
と
い
う
詩
本
が
、『
楚
辞
』
の
作
者
と
さ
れ
る
屈

原
と
、
そ
し
て
四
川
の
春
景
色
と
い
う
詩
本
が
杜
甫
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
四
川
に
寓
居
し
た
、
と
い
う
こ

と
を
、
あ
の
杜
甫
と
同
じ
道
の
り
を
た
ど
っ
た
こ
と
と
し
て
、
楊
万
里
は
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

さ
ら
に
、
連
作
の
第
二
首
に
お
い
て
も
、
楊
万
里
は
陸
游
を
杜
甫
に
擬
え
る
表
現
を
用
い
て
激
励
の
辞
と
し
て
い
る
。

劍
外
歸
乘
使
者
車　

浙
東
新
得
左
魚
符　
　

剣
外　

帰
乗
す
使
者
の
車　

浙
東　

新
た
に
得
た
り
左
魚
の
符

可
憐
霜
鬢
何
人
問　

焉
用
詩
名
絶
世
無　
　

憐
む
べ
し
霜
鬢　

何
人
か
問
は
ん　

焉
く
ん
ぞ
用
ゐ
ん
詩
名
の
世
に
絶
え
て
無
き
を
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雕
得
心
肝
百
雜
碎　

依
前
塗
轍
九
盤
紆　
　

心
肝
を
雕
り
得
て　

百
雑
砕
け　

前さ
き

の
塗
轍
に
依
り
て　

九
盤
紆め
ぐ

る

少
陵
生
在
窮
如
蝨　

千
載
詩
人
拜
蹇
驢　
　

少
陵
生
在
し
て
窮
す
る
こ
と
蝨
の
如
し　

千
載　

詩
人　

蹇
驢
を
拜
す

（
楊
万
里
「
跋
陸
務
観
剣
南
詩
稿
二
首
」
其
二
、『
誠
斎
集
』
巻
二
十
）

第
二
首
は
、
四
川
か
ら
帰
っ
て
き
た
陸
游
が
、
知
厳
州
事
を
拝
命
す
る
ま
で
の
経
歴
を
述
べ
、
同
情
を
寄
せ
る
内
容
で
あ
る
。
尾
聯
に

お
い
て
楊
万
里
は
、
陸
游
が
絶
世
の
詩
名
を
持
ち
、
か
つ
官
界
に
て
紆
余
曲
折
を
経
た
様
を
杜
甫
に
擬
え
、「
杜
甫
は
生
前
、
虱
の
よ
う

に
寄
生
す
る
し
か
な
い
ほ
ど
に
困
窮
し
て
い
た
が
、
千
年
後
の
詩
人
も
び
っ
こ
の
驢
馬
に
乗
っ
た
彼
に
敬
意
を
示
す
だ
ろ
う
」
と
、
志

を
得
な
い
ま
ま
年
老
い
た
陸
游
を
励
ま
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
首
に
お
い
て
も
、
第
六
句
に
「
前
の
塗
轍
に
依
り
て

九
盤
紆
る
」
と
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
陸
游
の
官
遊
の
旅
程
は
杜
甫
の
そ
れ
と
重
な
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
に
杜
甫
と
重
ね
る
比
喩
表

現
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

 

そ
し
て
、『
剣
南
詩
稿
』
の
読
者
で
、
杜
甫
を
介
在
さ
せ
て
陸
游
を
評
価
し
た
劉
応
時
（
生
卒
年
不
詳
）
は
、
さ
ら
に
尖
鋭
な
反
応
を
示

し
て
い
る
。

蜀
人
至
今
亦
好
事　

翠
珉
盛
刻
草
堂
詩　
　

蜀
人　

至い

今ま

亦
た 

事
を
好
み　

翠
珉　

盛
ん
に
刻
す　

草
堂
の
詩

放
翁
前
身
少
陵
老　

胸
中
如
覺
天
地
小　
　

放
翁
の
前
身　

少
陵
老　

胸
中　

天
地
の
小
さ
き
を
覚
ゆ
る
が
如
し

平
生
一
飯
不
忘
君　

危
言
曾
把
姦
雄
掃　
　

平
生　

一
飯　

君
を
忘
れ
ず　

危
言　

曾
て
姦
雄
を
ば
掃
ふ

周
流
斯
世
轍
已
環　

一
笑
又
入
劍
南
山　
　

斯
世
を
周
流
し
て
轍 

已
に
環め
ぐ

り　

一
笑　

又
入
る
剣
南
山

酒
杯
吸
盡
錦
屏
秀　

孤
劍
聲
鏘
峽
水
寒　
　

酒
杯　

吸
ひ
尽
く
し
て　

錦
屏
秀
な
り　

孤
剣　

声
鏘
と
し
て　

峡
水
寒
し

萬
丈
虹
霓
蟠
肺
腑　

射
虎
劊
鯨
時
一
吐　
　

万
丈
の
虹
霓　

肺
腑
に
蟠
わ
だ
か
まり　

虎
を
射　

鯨
を
劊き

り　

時
に
一
吐
す

我
雖
老
眼
向
昏
花　

夜
窗
吟
哦
雜
風
雨　
　

我 

老
眼
た
り
て
昏
花
に
向
か
ふ
と
雖
も　

夜
窓
に
吟
哦
し
て
風
雨
雑ま
じ

ふ

（
劉
応
時
「
読
放
翁
剣
南
集
」
第
15
句
～
28
句
、『
頤
庵
居
士
集
（
８
）』

巻
一
）

省
略
し
た
冒
頭
十
四
句
に
お
い
て
、
劉
応
時
は
杜
甫
の
事
跡
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る（

９
）。
そ
し
て
、
四
川
の
人
々
が
今
な
お
杜
甫
の
詩

を
愛
し
て
石
に
刻
む
こ
と
を
詠
い（

（1
（

、「
放
翁
の
前
身　

少
陵
老
」
と
、
陸
游
の
前
身
が
杜
甫
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
平
生　

一
飯　

君
を
忘
れ
ず
、
危
言　

曾
て
姦
雄
を
ば
掃
ふ
」
と
、
忠
君
愛
国
の
姿
勢
を
以
て
二
人
を
重
ね
合
わ
せ
た
上
で
、「
前
身
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た
る
杜
甫
も
各
地
を
流
浪
し
た
末
に
入
蜀
し
た
よ
う
に
、
現
世
の
陸
游
も
ま
た
剣
南
山
に
足
を
踏
み
入
れ
た
」
と
詠
う
よ
う
に
、
や
は

り
こ
こ
で
も
、
二
人
が
踏
ん
で
き
た
旅
程
の
重
な
り
、
と
り
わ
け
四
川
に
寄
寓
し
た
こ
と
を
以
て
陸
游
を
杜
甫
に
擬
え
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
の
で
あ
る
。

 

も
ち
ろ
ん
、
陸
游
が
当
時
既
に
高
名
な
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
四
川
で
の
官
職
が
共
に
幕
職
と
い
う
微
官
に
甘
ん
じ
て
い
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
劉
応
時
が
描
写
す
る
よ
う
に
、
共
に
忠
君
愛
国
の
姿
勢
を
賛
美
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
杜
甫
と
陸
游
に
は
多
く
の
共
通
す

る
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
二
人
を
重
ね
合
わ
せ
た
表
現
が
成
立
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
陸
游
が
「
四
川
を
踏
破
し

寓
居
し
た
詩
人
」
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
際
に
、
そ
れ
が
「
杜
甫
の
足
跡
を
な
ぞ
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

こ
こ
に
は
、
陸
游
を
「
杜
甫
以
来
の
大
詩
人
」
と
賞
賛
す
る
意
識
と
は
別
に
、「
四
川
は
杜
甫
が
寓
居
し
た
土
地
」
で
あ
る
、
と
の
認
識

が
表
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
陸
游
が
「
杜
甫
の
足
跡
を
な
ぞ
っ
た
」
と
の
謂
い
か
ら
は
、
彼
が
「
杜
甫
が
寓
居
し

た
土
地
」
に
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
、
則
ち
実
地
踏
破
の
重
視
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

 

先
に
、
浅
見
氏
の
指
摘
す
る
、
作
品
と
現
実
世
界
の
描
写
対
象
と
を
並
べ
て
見
比
べ
る
詩
の
読
み
方
が
宋
代
詩
評
に
見
ら
れ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
で
描
写
対
象
を
確
認
す
べ
く
自
ら
そ
の
場
所
を
訪
ね
、
比
較
し
た
上
で
作
品
を
鑑
賞
す
る
姿
勢
が
登
場
し
た
。

こ
れ
を
要
す
れ
ば
、「
実
地
踏
破
」
が
尊
ば
れ
る
風
潮
が
こ
の
当
時
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

頃
の
杜
甫
詩
評
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
乎
、
不
行
一
萬
里
、
不
讀
萬
卷
書
、
不
可
看
老
杜
詩
也
。

 

信ま
こ
とな
る
か
な
、
一
万
里
を
行
か
ず
、
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
ん
ば
、
老
杜
の
詩
を
看
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
阮
閲
『
詩
話
総
亀
（
（1
（

』
巻
二
）

阮
閲
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
人
で
あ
る
が
、
彼
が
編
集
し
た
『
詩
話
総
亀
』
に
は
、『
王
直
方
詩
話
』
か
ら
引
用
し
た
批
評
が
載
せ
ら

れ
る（

（1
（

。
こ
こ
に
は
、「
一
万
里
を
行
く
」
こ
と
、
そ
し
て
「
万
巻
の
書
を
読
む
」
こ
と
が
杜
甫
の
詩
を
読
む
た
め
の
条
件
と
し
て
提
示
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
杜
甫
が
た
ど
っ
た
道
の
り
を
追
体
験
す
る
「
実
地
踏
破
」、
用
典
の
巧
み
な
杜
甫
の
頭
脳
を
理
解
す
る
た
め
の
「
読

書
」
が
杜
詩
を
読
む
た
め
に
必
要
な
素
養
と
し
て
、
並
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
 

こ
の
杜
甫
詩
評
に
挙
げ
ら
れ
る
条
件
の
う
ち
、
後
者
の
「
万
巻
の
書
を
読
む
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
杜
甫
自
身
が
「
讀
書
破
萬
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卷
、
下
筆
如
有
神
（
読
書 

万
巻
を
破
り
、
筆
を
下
さ
ば
神
有
る
が
如
し
（
（1
（

）」
と
言
う
よ
う
に
、
早
く
か
ら
作
詩
の
た
め
の
素
養
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
。
如
上
の
杜
甫
詩
評
に
は
、
こ
れ
に
「
一
万
里
を
行
く
」
こ
と
、
様
々
な
土
地
に
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
体
験
が
杜

詩
を
読
む
た
め
の
素
養
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
試
み
に
宋
代
杜
甫
詩
評
を
通
覧
す
れ
ば
、
宋
人
が
杜
甫
自
身
の
実
地
踏
破
体
験
を

詩
人
・
杜
甫
の
形
成
要
素
と
し
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

天
台
、
自
孫
興
公
一
賦
之
後
、
寂
寥
無
聞
。
詩
人
已
來
、
獨
有
杜
子
美
・
蘇
東
坡
數
章
、
妙
絶
今
古
。
而
子
美
﨑
嶇
兵
亂
、
轍
迹

半
天
下
、
獨
未
嘗
至
其
處
、
而
東
坡
亦
述
夢
中
語
耳
。

天
台
、
孫
興
公
の
一
賦
の
後
自よ

り
、
寂
寥
と
し
て
聞
こ
ゆ
る
無
し
。
詩
人
已
来
、
独
だ
杜
子
美
・
蘇
東
坡
の
数
章
の
今
古
に
妙

絶
た
る
有
る
の
み
。
子
美 

兵
乱
に
﨑
嶇
し
、
轍
迹 

天
下
に
半
ば
す
、
独た

だ
未
だ
嘗
て
其
の
処
に
至
ら
ず
、
東
坡
も
亦
た
夢
中

の
語
を
述
べ
る
の
み
。

（
孫
覿
「
与
李
主
管
挙
之
」、
李
祖
尭
『
内
簡
尺
牘
』
巻
九
）

 

書
簡
に
お
い
て
孫
覿
（
一
〇
八
一
～
一
一
六
九
）
は
、
東
晋
の
孫
綽
（
孫
興
公
）「
遊
天
台
山
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
）
以
来
、
素
晴
ら
し
い
詩

文
は
杜
甫
・
蘇
軾
の
数
章
だ
け
だ
が
、
杜
甫
は
天
台
山
に
足
を
踏
み
入
れ
て
お
ら
ず
、
蘇
軾
も
夢
に
詣
で
た
だ
け（

（1
（

、
と
言
う
。
こ
こ
で

孫
覿
は
、「
轍
迹 

天
下
に
半
ば
」
し
た
杜
甫
で
す
ら
、
天
台
山
は
未
踏
で
あ
る
と
い
う
修
辞
を
用
い
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
、
杜
甫
が

旅
多
き
詩
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
て
取
れ
よ
う
。

 

ま
た
、
実
地
踏
破
が
杜
甫
の
創
作
を
手
助
け
し
た
、
と
い
う
観
点
も
見
ら
れ
る
。

自
古
經
行
天
下
、
其
著
者
惟
司
馬
子
長
・
杜
子
美
爲
廣
、
其
文
若
詩
、
皆
宏
偉
洪
博
稱
之
、
豈
不
有
所
助
哉
。

古
自
り
天
下
を
経
行
し
、
其
れ
著
す
者
は
惟
だ
司
馬
子
長
・
杜
子
美
の
み
広
為
り
、
其
の
文 

詩
の
若
し
、
皆 

宏
偉
洪
博
も
て

之
を
称
す
、
豈
に
助
く
る
所
有
ら
ざ
ら
ん
や
。

（
王
質
「
西
征
叢
紀
序
」、『
雪
山
集
』
巻
五
）

王
質
（
一
一
三
五
～
八
九
）
は
、
司
馬
遷
（
司
馬
子
長
）
と
杜
甫
（
杜
子
美
）
を
並
べ
て
、「
天
下
を
経
行
」
し
た
経
験
が
彼
ら
の
文
章
創
作
に

大
い
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。
こ
こ
で
も
、
実
地
踏
破
体
験
は
詩
人
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
感
覚
を
踏
ま
え
れ
ば
、
先
に
見
た
陸
游
評
価
に
お
け
る
杜
甫
と
の
重
ね
合
わ
せ
は
、
ま
さ
し
く
陸
游
が
「
杜
甫
の
足
跡
を



陸
游
の
入
蜀
と
そ
の
同
時
代
評
価
に
つ
い
て

81

な
ぞ
っ
た
」、
実
地
踏
破
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
お
り
、
こ
の
場
合
は
杜
甫
と
い
う
大
詩
人
の
存
在
、
そ
し
て
四
川
と
い

う
地
域
が
限
定
条
件
と
な
る
も
の
の
、
詩
作
に
お
け
る
実
地
踏
破
の
重
視
の
表
れ
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

三　

宋
代
杜
甫
詩
評
と
四
川

 

前
節
に
見
た
、
同
時
代
人
が
重
視
し
た
陸
游
の
実
地
踏
破
と
は
、「
杜
甫
が
同
じ
よ
う
に
足
を
踏
み
入
れ
た
四
川
」
へ
の
踏
破
で
あ
っ

た
。
本
節
で
は
、
陸
游
の
四
川
へ
の
実
地
踏
破
が
、
い
か
な
る
要
素
を
以
て
重
要
な
意
義
を
有
し
得
た
の
か
に
つ
い
て
、
宋
代
杜
甫
詩

評
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
。

 

宋
代
に
起
こ
っ
た
詩
歌
が
描
写
す
る
想
像
の
世
界
と
現
実
世
界
の
接
近
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、「
詩
史
」
と
称
さ
れ
た
杜
甫
の
詩

は（
（1
（

、
極
め
て
現
実
と
近
接
し
た
も
の
で
あ
る
と
宋
代
文
人
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
陸
游
自
身
の
発
言
に
も
表
れ
て
い
る
。

此
圖
吾
家
舊
藏
。
予
居
成
都
七
年
、
屢
至
漢
昭
烈
惠
陵
、
此
柏
在
陵
旁
廟
中
忠
武
侯
室
之
南
、
所
謂
「
先
主
武
侯
同
閟
宮
」
者
、

與
此
略
無
小
異
、
則
畫
工
亦
當
時
名
手
也
。
淳
熙
六
年
龍
集
己
亥
六
月
一
日
陸
某
識
。

此
の
図 

吾
が
家
の
旧
蔵
な
り
。
予 
成
都
に
居
る
こ
と
七
年
、
屢し
ば

し
ば
漢
昭
烈
の
恵
陵
に
至
れ
り
、
此
の
柏 

陵
旁
の
廟
中　

忠

武
侯
室
の
南
に
在
り
、
所い
は

謂ゆ
る

「
先
主　

武
侯　

閟
宮
を
同
じ
う
す
」
は
、
此
と
略ほ
ぼ

小
異
無
し
、
則
ち
画
工
も
亦
た
当
時
の
名
手

な
り
。
淳
熙
六
年
龍
集
己
亥
六
月
一
日
陸
某
識し
る

す
。

（
陸
游
「
跋
古
柏
図
」、『
渭
南
文
集
（
（1
（

』
巻
二
十
六
）

杜
少
陵
在
成
都
有
兩
草
堂
、
一
在
萬
里
橋
之
西
、
一
在
浣
花
、
皆
見
於
詩
中
。
萬
里
橋
故
迹
湮
没
不
可
見
、
或
云
房
季
可
園
是
也
。

杜
少
陵 

成
都
に
在
る
に
両
つ
の
草
堂
有
り
、
一
は
万
里
橋
の
西
に
在
り
、
一
は
浣
花
に
在
り
、
皆 

詩
中
に
見
ゆ
。
万
里
橋
の

故
迹
は
湮
没
し
て
見
る
べ
か
ら
ず
、
或
ひ
は
云
ふ　

房
季
可
の
園
是こ
れ

な
り
と
。

（
陸
游
『
老
学
庵
筆
記
（
（2
（

』
巻
一
）

前
者
に
お
い
て
、
陸
游
は
諸
葛
亮
の
武
侯
祠
に
あ
る
古
柏
を
描
い
た
絵
画
が
、
杜
甫
の
「
古
柏
行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
五
）
の
句
、
そ
し

て
陸
游
自
ら
の
実
見
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵
画
が
「
当
時
の
名
手
」
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
断
し
て
い
る
。
ま
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た
後
者
で
は
、
杜
甫
の
住
ん
で
い
た
草
堂
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
杜
詩
か
ら
確
認
し
、
彼
が
見
た
成
都
に
お
け
る
草
堂
の
現
在
の
様
子
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
詩
が
現
実
を
写
し
取
る
が
故
に
、
彼
が
描
写
し
た
風
景
を
実
見
し
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
陸
游
は
考
え
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
杜
詩
の
写
実
性
を
信
頼
し
、
地
理
的
状
況
を
確
認
す
る
上
で
の
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
宋
代
杜
甫
詩
評
に
散
見
さ
れ
る
。

杜
甫
「
越
王
樓
」
詩
云
、「
綿
州
州
府
何
磊
落
、
顯
慶
年
中
越
王
作
。
孤
城
西
北
起
高
樓
、
碧
瓦
朱
甍
照
城
郭
。
樓
下
長
江
百
丈

清
、
山
頭
落
日
半
輪
明
。
君
王
舊
跡
今
人
賞
、
轉
見
千
秋
萬
古
情
。」『
綿
州
圖
經
』
云
、「
越
王
臺
在
綿
州
城
外
、
西
北
有
臺
、
高

百
尺
、
上
有
樓
、
下
瞰
州
城
。
唐
顯
慶
中
、
太
宗
子
越
王
真
任
綿
州
刺
史
日
作
。」
詩
云
「
孤
城
西
北
起
高
樓
、
碧
瓦
朱
甍
照
城

郭
」
是
也
。

杜
甫
「
越
王
楼
」
詩
に
云
ふ
、「
綿
州
州
府　

何
ぞ
磊
落
た
る
、
顕
慶
年
中　

越
王
作
れ
り
。
孤
城
の
西
北　

高
楼
起
ち
、
碧
瓦　

朱
甍　

城
郭
を
照
ら
す
。
楼
下
の
長
江　

百
丈
清
く
、
山
頭
の
落
日　

半
輪
明
ら
か
な
り
。
君
王
の
旧
跡　

今
人
賞
す
、
転う
た

た

見
ゆ　

千
秋　

万
古
の
情
」
と
。『
綿
州
図
経
』
に
云
ふ
、「
越
王
台　

綿
州
の
城
外
に
在
り
、
西
北
に
台
有
り
、
高
さ
百
尺
、

上
に
楼
有
り
、
下
に
州
城
を
瞰み

る
。
唐 
顕
慶
中
、
太
宗
の
子　

越
王
真　

綿
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
る
る
の
日
作
れ
り
」
と
。
詩
に

「
孤
城
の
西
北　

高
楼
起
ち
、
碧
瓦　

朱
甍　

城
郭
を
照
ら
す
」
と
云
ふ
は
是こ
れ

な
り
。

（
姚
寛
『
西
渓
叢
語
（
（2
（

』
巻
上
）

姚
寛
（
一
一
〇
五
～
六
二
）
は
杜
甫
「
越
王
楼
歌
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
一
）
の
「
孤
城
の
西
北　

高
楼
起
ち
、
碧
瓦　

朱
甍　

城
郭
を
照

ら
す
」
と
い
う
描
写
を
検
証
す
る
の
に
、『
綿
州
図
経
』
と
い
う
地
理
書
を
用
い
て
い
る
。
先
に
見
た
陸
游
の
発
言
は
、
彼
自
身
の
実
見

と
い
う
体
験
と
杜
詩
と
が
照
合
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
図
経
と
い
う
地
理
書
を
以
て
実
見
と
い
う
体
験
に
代
え
て
い
る
。

杜
詩
舟
行
、
多
用
百
丈
。
問
之
蜀
人
云
、
水
峻
、
岸
石
又
多
廉
稜
、
若
用
索
牽
、
即
遇
石
輒
斷
不
耐
、
故
劈
竹
爲
大
瓣
、
以
麻
索

連
貫
其
間
、
以
爲
牽
具
、
是
名
百
丈
。
百
丈
、
以
長
言
也
。

杜
詩
の
舟
行
、
多
く
百
丈
を
用
ふ
。
之
を
蜀
人
に
問
は
ば
云
ふ
ら
く
、
水
峻け
わ

し
く
、
岸
石 

又
廉
稜
な
る
多
し
、
若も

し
索
を
用も
つ

て

牽
か
ば
、
即
ち
石
に
遇
ひ
て
輒
ち
断
た
れ
て
耐
へ
ず
、
故
に
竹
を
劈さ

き
て
大
瓣
と
為
し
、
麻
索
を
以
て
其
の
間
を
連
貫
し
、
以

て
牽
具
と
為
す
、
是
れ
百
丈
と
名
づ
く
。
百
丈
、
長
き
を
以
て
言
ふ
な
り
。
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（
程
大
昌
『
演
繁
露
』
巻
十
六　

百
丈
）

程
大
昌
（
一
一
二
三
～
九
五
）
が
杜
詩
に
見
え
る
「
百
丈
」
に
つ
い
て（

（2
（

、
竹
製
の
ひ
き
づ
な
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
文
章
で
あ
る
。

程
大
昌
は
、
長
江
上
流
域
の
舟
行
を
実
見
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
蜀
人
に
尋
ね
る
こ
と
で
、
杜
詩
に
描
写
さ
れ
る
「
百
丈
」
を
現
実
世
界

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
他
者
に
よ
る
実
見
と
い
う
体
験
と
杜
詩
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

こ
こ
ま
で
見
た
の
は
、
杜
詩
が
描
写
す
る
世
界
と
現
実
世
界
（
も
し
く
は
そ
の
代
替
と
し
て
の
書
籍
や
他
者
の
体
験
）
と
を
照
合
す
る
例
で
あ

り
、
仮
に
こ
の
二
つ
の
世
界
を
円
形
に
譬
え
る
な
ら
ば
、
杜
詩
の
世
界
と
現
実
世
界
の
円
は
ほ
ぼ
ぴ
っ
た
り
重
な
り
合
う
関
係
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。
前
節
で
紹
介
し
た
「
不
行
一
萬
里
、
不
讀
萬
卷
書
、
不
可
看
老
杜
詩
也
」
と
い
う
杜
詩
評
も
、「
一
万
里
」
と
い
う
広
大

な
現
実
世
界
を
踏
破
し
て
初
め
て
、
杜
詩
が
描
写
す
る
世
界
の
円
の
大
き
さ
に
や
っ
と
到
達
す
る
、
と
い
う
修
辞
で
あ
る
。
し
か
し
、

以
下
に
見
る
杜
詩
評
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
現
実
世
界
の
円
の
ほ
う
が
大
き
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
杜
詩
の
描
写
す
る
世
界
を
拡
張
し

て
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
漫
叟
詩
話
』
云
、「
家
家
養
烏
鬼
、
頓
頓
食
黄
魚
。」
世
以
烏
鬼
爲
鸕
鷀
、
言
川
人
養
此
取
魚
。
予
崇
寧
間
往
興
國
軍
、
太
守
楊
鼎

臣
字
漢
傑
、
一
日
約
飯
郷
味
、
作
蒸
猪
頭
肉
、
因
謂
予
曰
、「
川
人
嗜
此
肉
、
家
家
養
猪
。」
杜
詩
所
謂
「
家
家
養
烏
鬼
」
是
也
。

毎
呼
猪
則
作
烏
鬼
聲
、
故
號
猪
爲
烏
鬼
。

『
漫
叟
詩
話
』
に
云
ふ
ら
く
、「
家
家　

烏
鬼
を
養
ひ
、
頓
頓　

黄
魚
を
食
ら
ふ
。」
世 

烏
鬼
を
以
て
鸕
鷀
と
為
す
、
言
ふ
こ
こ

ろ
は
川
人 

此
を
養
ひ
て
魚
を
取
る
と
。
予 
崇
寧
の
間　

興
国
軍
に
往
け
り
、
太
守　

楊
鼎
臣　

字
は
漢
傑
、
一
日　

郷
味
を

飯く
ら

ふ
を
約
し
、
猪
頭
の
肉
を
蒸
せ
る
を
作
ら
し
む
、
因
り
て
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
川
人　

此
の
肉
を
嗜
む
、
家
家　

猪
を
養

ふ
」
と
。
杜
詩
に
所い
は

謂ゆ
る

「
家
家　

烏
鬼
を
養
ふ
」
と
は
是こ
れ

な
り
。
猪
を
呼
ぶ
毎ご
と

に
則
ち
烏
鬼
の
声
を
作な

す
、
故
に
猪
を
号
し
て

烏
鬼
と
為
す
。

（
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
（
（2
（

』
前
集
巻
十
二
）

胡
仔
（
一
一
一
〇
～
七
〇
）
は
『
漫
叟
詩
話
』（
撰
者
未
詳
）
を
引
用
し
て
、
杜
甫
「
戯
作
俳
諧
体
遣
悶
二
首
」（
其
一
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
十
）
に

見
え
る
「
烏
鬼
」
の
解
釈
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。『
漫
叟
詩
話
』
の
作
者
は
、「
鸕
鷀
」、
魚
を
捕
る
鵜
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
上
で
、
崇
寧
年
間
（
一
一
〇
二
～
〇
六
）
に
興
国
軍
を
訪
ね
た
折
に
、
楊
鼎
臣
に
豚
肉
を
振
る
舞
わ
れ
、「
家
家　

猪
を
養
ふ
」
と



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
号

84

説
明
さ
れ
た
体
験
か
ら
、
杜
詩
の
「
烏
鬼
」
は
「
猪
」、
豚
の
こ
と
で
あ
る
と
の
結
論
を
下
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
「
烏
鬼
」
を
め
ぐ
っ
て
、

作
者
は
「
世 

烏
鬼
を
以
て
鸕
鷀
と
為
す
」、
一
般
的
な
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
く
解
釈
を
優
先

さ
せ
て
お
り
、『
漫
叟
詩
話
』
作
者
は
浅
見
氏
の
い
う
「
現
実
の
個
別
性
・
多
様
性
」
に
即
し
て
新
た
な
杜
詩
解
釈
を
生
み
出
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
現
実
世
界
に
詩
歌
創
作
が
想
像
し
た
世
界
が
当
て
は
め
ら
れ
た
形
で
作
品
が
読
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。杜

子
美
「
無
風
雲
出
塞
、
不
夜
月
臨
關
。」
王
子
韶
云
、「
無
風
、
谷
名
。
不
夜
、
城
名
。
嘗
親
至
其
地
。」

杜
子
美
い
ふ
ら
く
「
無
風　

雲　

塞
を
出
で
、
不
夜　

月　

関
に
臨
む
」
と
。
王
子
韶
云
ふ
、「
無
風
は
、
谷
の
名
な
り
。
不
夜

は
、
城
の
名
な
り
。
嘗
て
親
し
く
其
の
地
に
至
る
」
と
。

（
邵
博
『
邵
氏
聞
見
後
録
（
（2
（

』
巻
十
八
）

も
う
一
例
は
、
杜
甫
「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」（
其
七
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
の
「
無
風
雲
出
塞
、
不
夜
月
臨
關
」
の
解
釈
に
つ
い
て
の
杜
詩

評
で
あ
る
。
邵
博
（
？
～
一
一
五
八
）
は
王
子
韶
の
「
無
風
」
と
「
不
夜
」
が
地
名
で
あ
る
と
い
う
説
を
紹
介
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
彼

が
「
無
風
谷
」
と
「
不
夜
城
」
に
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
主
張
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
杜
詩
の
一
聯
は
「
風
無
く
し

て
雲　

塞
を
出
で
、
夜
な
ら
ず
し
て
月　

関
に
臨
む
」
と
、
状
態
を
表
す
語
と
し
て
読
ん
で
も
何
ら
問
題
な
い
。
し
か
し
王
子
韶
は
、

自
ら
が
体
験
し
た
現
実
世
界
に
詩
歌
を
引
き
寄
せ
る
形
で
杜
詩
を
解
釈
し
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
新
た
な
杜
詩
解
釈
は
、
実
地
踏
破
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
体
験
が
、
杜
詩
の
描
写
を
優
越
し
て
し
ま
っ
た
結
果
生
み
出
さ
れ

て
お
り
、
個
別
性
・
多
様
性
を
有
す
る
現
実
世
界
の
円
の
膨
張
に
従
っ
て
、
杜
詩
の
想
像
す
る
世
界
も
拡
大
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う

な
、
詩
歌
に
対
す
る
体
験
さ
れ
る
現
実
世
界
の
膨
張
現
象
こ
そ
が
、
詩
の
作
者
・
読
者
に
よ
る
実
地
踏
破
体
験
を
誘
引
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
詩
人
で
あ
る
陸
游
の
入
蜀
、
四
川
寄
寓
が
高
く
評
価
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
作
を
め
ぐ
る
認
識
の
変
容
が

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
劉
応
時
は
、
陸
游
の
行
旅
を
杜
甫
と
対
比
さ
せ
て
こ
う
評
し
て
い
る
。

少
陵
間
關
兵
亂
中　

放
翁
遭
時
樂
且
豐　
　

少
陵　

間
関　

兵
乱
の
中　

放
翁　

遭
時　

楽
し
み
且
つ
豊
か
な
り

（
劉
応
時
「
読
放
翁
剣
南
集
」
第
29
句
～
30
句
）

詩
歌
に
対
応
す
る
現
実
が
肥
大
化
し
た
宋
代
に
あ
っ
て
、
詩
人
の
実
地
踏
破
は
肯
定
的
評
価
を
獲
得
し
得
た
の
で
あ
る
。
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四　

お
わ
り
に
―
実
地
踏
破
の
重
視
に
よ
る
行
旅
の
変
容

 

本
稿
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
詩
人
の
実
地
踏
破
体
験
の
重
視
に
つ
い
て
、
杜
詩
評
価
を
用
い
て
陸
游
が
赴
い
た
四
川
と
い
う
地
を
主

な
対
象
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
実
地
踏
破
の
肯
定
的
評
価
と
関
連
し
て
、「
江
山
之
助
」
と
「
詩
人
薄
命
」
と
い
う
観
念
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

 

「
江
山
之
助
」
と
は
、『
文
心
雕
龍
』
物
色
篇（

（2
（

に
見
え
る
言
葉
で
、
自
然
と
い
う
外
界
が
詩
人
の
詩
作
の
た
め
に
「
江
山
」
と
い
う
風

物
を
提
供
し
て
く
れ
る
、
と
い
う
観
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

若
乃
山
林
皋
壤
、
實
文
思
之
奧
府
。
略
語
則
闕
、
詳
説
則
繁
。
然
屈
平
所
以
能
洞
監
風
騷
之
情
者
、
抑
亦
江
山
之
助
乎
。

乃か

の
山
林
・
皋
壌
の
若
き
は
、
実
に
文
思
の
奧
府
な
り
。
略
語
せ
ば
則
ち
闕か

け
、
詳
説
せ
ば
則
ち
繁
し
。
然
ら
ば
屈
平
の
能
く

風
騒
の
情
を
洞
監
す
る
所
以
の
者
は
、
抑そ
も

そ
も
亦
た
江
山
の
助
あ
ら
ん
か
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
物
色
篇
に
お
い
て
「
江
山
之
助
」
を
得
ら
れ
た
人
物
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
屈
原
（
屈
平
）

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
屈
原
が
楚
の
懐
王
に
意
見
を
容
れ
ら
れ
ず
、
汨
羅
に
身
を
投
げ
た
悲
劇
の
人
物
と
し
て
『
楚
辞
』
の
作
者
と
さ

れ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
宋
代
に
お
け
る
実
地
踏
破
体
験
の
重
視
と
「
江
山
之
助
」
と
い
う
発
想

と
の
差
異
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
当
の
詩
人
が
困
窮
し
た
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
な
ら
ぬ
杜
甫

自
身
の
流
浪
こ
そ
が
、
困
窮
の
末
の
結
果
で
あ
る
と
宋
人
も
認
識
し
て
い
る
。

杜
陵
老
布
衣　

飢
走
半
天
下　
　

杜
陵
の
老
布
衣　

飢
走
し
て
天
下
を
半
ば
す

（
李
綱
「
読
四
家
詩
選
四
首　

子
美
」、『
梁
渓
集
』
巻
九
）

杜
子
美
身
遭
離
亂
、
復
迫
衣
食
、
足
迹
幾
半
天
下
。

杜
子
美　

身
離
乱
に
遭
ひ
、
復
た
衣
食
迫
れ
り
、
足
迹　

幾ほ
と
んど

天
下
を
半
ば
す
。

（
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
（
（2
（

』
巻
十
九
）

杜
甫
の
流
浪
は
、
安
史
の
乱
に
よ
る
混
乱
に
よ
っ
て
、
衣
食
に
困
窮
し
た
末
に
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ

ば
、
杜
甫
が
経
験
し
た
困
窮
し
き
っ
た
流
浪
の
旅
と
、「
放
翁　

遭
時　

楽
し
み
且
つ
豊
か
な
り
」
と
評
さ
れ
た
陸
游
の
行
旅
と
は
、
同
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じ
よ
う
に
宋
代
、
詩
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
と
は
言
え
ど
、
方
向
性
と
し
て
は
正
反
対
の
も
の
と
な
る
。
杜
甫
の
旅
は
、
困
難
に

満
ち
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
詩
人
と
し
て
「
江
山
之
助
」
を
得
ら
れ
る
。
旅
が
耐
え
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
詩
人
の
創
作
活
動

を
輝
か
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
旅
に
は
、
詩
人
を
苦
し
め
傷
つ
け
る
否
定
的
評
価
が
下
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
杜
甫
の
流
浪
の
旅
は

「
詩
人
薄
命
」
の
観
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う（

（2
（

。

 

し
か
し
、
劉
応
時
は
陸
游
を
杜
甫
と
重
ね
合
わ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
二
人
の
旅
に
つ
い
て
は
「
少
陵　

間
関　

兵
乱
の
中
、
放
翁　

遭

時　

楽
し
み
且
つ
豊
か
な
り
」
と
正
反
対
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。
確
か
に
、
陸
游
が
長
江
を
遡
っ
て
旅
す
る
行
程
を
記
し
た
『
入
蜀

記
』、
逆
に
長
江
を
下
っ
て
東
へ
と
帰
る
旅
路
を
著
し
た
范
成
大
の
『
呉
船
録
』
を
見
て
も
、
各
地
に
名
所
旧
跡
を
訪
ね
る
そ
の
行
旅

は
、
ど
こ
か
今
日
の
観
光
旅
行
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
を
感
じ
さ
せ
る
。
陸
游
が
生
き
た
南
宋
初
中
期
、
西
暦
十
二
世
紀
に
お
け
る
官
僚

の
赴
任
と
し
て
の
旅
で
あ
る
行
旅
に
は
、
古
来
労
苦
の
旅
で
あ
っ
た
「
ト
ラ
ベ
ル
（travel

）」
か
ら
快
楽
の
旅
で
あ
る
「
ツ
ア
ー
（tour

）」

へ
の
転
換
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か（

（3
（

。
筆
者
に
今
、
中
国
史
に
お
け
る
そ
の
変
容
に
つ
い
て
論
じ
る
力
は
な
い
が
、
杜
甫
と

重
ね
ら
れ
る
陸
游
の
評
価
を
見
た
と
き
、
そ
の
四
川
寄
寓
体
験
に
お
け
る
「
詩
人
薄
命
」
の
観
念
は
、
超
克
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

陸
游
の
行
旅
と
「
詩
人
薄
命
」
に
関
連
し
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
有
名
な
七
言
絶
句
「
剣
門
道
中
遇
微
雨
」（『
剣
南
詩
稿
』
巻

三
）
の
「
此
の
身　

合
に
是
れ
詩
人
な
る
や
未
し
や
」
の
句
で
あ
る
。

衣
上
征
塵
雜
酒
痕　

遠
遊
無
處
不
消
魂　
　

衣
上
の
征
塵　

酒
痕
を
雑
ふ　

遠
遊　

処
と
し
て
消
魂
せ
ざ
る
無
し

此
身
合
是
詩
人
未　

細
雨
騎
驢
入
劍
門　
　

此
の
身　

合ま
さ

に
是
れ
詩
人
な
る
や
未
し
や　

細
雨　

騎
驢　

剣
門
に
入
る

該
詩
は
、
小
川
環
樹
氏
が
「
詩
人
の
自
覚
」
に
お
い
て（

（3
（

、
金
と
の
最
前
線
で
あ
る
南
鄭
の
幕
府
か
ら
、
成
都
へ
と
向
か
う
旅
を
続
け
る

陸
游
が
、
自
ら
を
驢
馬
の
背
で
詩
作
す
る
唐
代
の
詩
人
と
重
ね
合
わ
せ
、
詩
人
と
し
て
生
き
る
ほ
か
な
い
自
分
を
悲
し
ん
で
作
っ
た
作

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
、
失
地
恢
復
を
悲
願
と
す
る
陸
游
の
人
生
に
お
け
る
失
意
の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
で
あ

る
。
失
意
に
沈
ん
だ
陸
游
が
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
す
る
と
い
う
発
想
は
、「
詩
人
薄
命
」
の
観
念
と
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

 

し
か
し
、
入
谷
仙
介
氏
は
、
該
詩
の
語
彙
に
つ
い
て
の
再
検
討
、
前
後
に
収
め
ら
れ
る
詩
の
読
解
か
ら
、
該
詩
を
失
意
の
象
徴
と
す

る
解
釈
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
提
示
し
て
い
る（

（3
（

。
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前
半
生
の
陸
游
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
（
筆
者
注:

江
西
詩
派
の
技
巧
主
義
が
隆
盛
し
た
状
況
）
の
中
で
、
自
分
の
詩
的
生
命
を
圧
殺
す

る
方
向
に
働
き
か
ね
な
い
時
代
風
潮
と
、
自
己
の
才
能
と
の
矛
盾
に
真
剣
に
悩
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
悩
み
の
中
で
、
失
意

の
剣
門
の
旅
を
歩
む
彼
が
、
最
終
的
に
従
前
の
彼
と
彼
の
詩
を
否
定
し
、
今
こ
そ
我
は
詩
人
と
な
っ
た
、
そ
の
懐
い
を
詠
ん
だ
の

が
「
剣
門
道
中
遇
微
雨
」
で
あ
り
、
し
か
し
、
彼
は
こ
の
時
、
新
し
く
獲
得
し
た
自
由
の
境
地
に
、
む
し
ろ
と
ま
ど
い
さ
え
覚
え
、

爆
発
的
な
解
放
の
喜
び
と
い
う
表
現
で
な
く
、
口
ご
も
り
が
ち
な
、
お
ず
お
ず
し
た
「
此
身
合
是
詩
人
未
」
と
い
う
表
現
を
取
り
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
あ
わ
れ
な
み
じ
め
な
旅
人
と
し
て
、
み
ず
か
ら
を
装
っ
た
、
と
私
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

入
谷
氏
の
説
は
、
陸
游
の
剣
門
体
験
を
彼
の
詩
境
の
転
換
点
と
し
て
該
詩
を
捉
え
直
す
も
の
で
あ
り
、
本
稿
が
説
く
実
地
踏
破
体
験
の

重
視
と
直
接
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
入
谷
氏
は
、「
詩
人
薄
命
」
の
観
念
を
こ
の
陸
游
の
詩
に
持
ち
込
む
こ
と
を
退
け

た
。
吉
川
幸
次
郎
氏
が
「
悲
哀
の
止
揚
」
と
名
づ
け
た
宋
詩
に
表
れ
る
楽
観
的
態
度
に
よ
っ
て（

（3
（

、
行
旅
は
「
詩
人
薄
命
」
に
つ
な
が
っ

て
い
く
旅
の
危
険
と
労
苦
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
陸
游
の
友
人
で
あ
る
韓
元
吉
（
一
一
一
八
～
八
七
）
の
「
送
陸
務
観
序
」（『
南
澗

甲
乙
稿
』
巻
十
四
）
に
は
、
船
旅
に
て
溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
陸
游
の
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

然
務
觀
舟
敗
幾
溺
、
而
書
來
詫
曰
、「
平
生
未
行
江
也
。
葭
葦
之
蒼
茫
、
鳧
雁
之
出
没
、
風
月
之
清
絶
、
山
水
之
夷
曠
、
疇
昔
皆

寓
於
詩
而
未
盡
其
髣
髴
者
、
今
幸
遭
之
、
必
毋
爲
我
戚
戚
也
。」

然
る
に
務
観 

舟
敗
れ
て
幾
ん
ど
溺
れ
ん
と
す
、
而
し
て
書
来
た
り
て
詫
び
て
曰
く
、「
平
生 

未
だ
江
を
行
か
ざ
る
な
り
。
葭
葦

の
蒼
茫
た
る
、
鳧
雁
の
出
没
せ
る
、
風
月
の
清
絶
た
る
、
山
水
の
夷
曠
た
る
、
疇
昔 

皆 

詩
に
寓
し
て
而
も
未
だ
其
の
髣
髴
た

る
を
尽
く
さ
ざ
る
者
な
り
、
今 

幸
ひ
に
之
に
遭
ふ
、
必
ず
し
も
我
が
為
に
戚
戚
た
る
毋な
か

れ
」
と
。

初
め
て
長
江
を
舟
行
す
る
陸
游
に
は
、
こ
の
行
旅
が
こ
れ
ま
で
「
詩
に
寓
し
て
而
も
未
だ
其
の
髣
髴
た
る
を
尽
く
さ
ざ
る
者
」
を
親
し

く
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
遭
難
す
ら
苦
に
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
「
詩
人
薄
命
」
の
観
念
は
影
す
ら
見
え
な
い
。
陸
游
の

入
蜀
体
験
に
与
え
ら
れ
た
肯
定
的
評
価
も
ま
た
、
こ
う
し
た
大
き
な
転
換
の
一
部
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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注

（
１
）  

例
え
ば
、
楊
万
里
の
詩
集
は
『
江
湖
集
』、『
荊
渓
集
』、『
西
帰
集
』
な
ど
の
「
一
官
一
集
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
、

長
子
の
楊
長
孺
の
手
に
よ
っ
て
『
誠
斎
集
』
百
三
十
三
巻
と
し
て
集
大
成
さ
れ
る
。
ま
た
陸
游
の
上
司
（
四
川
制
置
使
兼
知
成
都
府
）
と

し
て
成
都
に
赴
任
し
た
范
成
大
に
も
、
成
都
で
の
詩
作
を
ま
と
め
た
『
錦
官
集
』
が
あ
る
が
（
孫
奕
『
履
斎
示
児
編
』
巻
十
に
「
余
觀
范

至
能
參
政
爲
詩
、
毎
官
成
一
集
、
所
著
『
錦
官
集
』、
蓋
鎭
成
都
府
時
作
也
。」
と
あ
る
）、
最
終
的
に
は
『
石
湖
集
』
百
三
十
六
巻
と
し
て

成
立
し
て
い
る
よ
う
に
、『
剣
南
詩
稿
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
最
後
ま
で
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
異
例
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
２
）  

拙
稿
「
陸
游
と
四
川
人
士
の
交
流
―
范
成
大
の
成
都
赴
任
と
関
連
し
て
―
」（
日
本
中
国
学
会
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
二

集
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
３
）  

拙
稿
「
陸
游
の
厳
州
赴
任
と
『
剣
南
詩
稿
』
の
刊
刻
」（
宋
代
詩
文
研
究
会
『
橄
欖
』
第
十
八
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
４
）  

宋
代
杜
甫
詩
評
に
つ
い
て
は
、
主
に
華
文
軒
等
編
『
古
典
文
学
研
究
資
料
彙
編　

杜
甫
巻
』（
上
篇
唐
宋
之
部
第
一
～
三
冊
、
中
華
書

局
、
一
九
六
四
年
）
に
拠
っ
た
。

（
５
）  

浅
見
洋
二
『
中
国
の
詩
学
認
識
』
第
三
部
「
詩
と
現
実
」（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
６
）  

『
誠
斎
集
』
の
本
文
は
、
辛
更
儒
箋
校
『
楊
万
里
集
箋
校
』（
北
京
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
拠
っ
た
。

（
７
）  

該
詩
に
見
え
る
、
詩
が
「
拾
得
」
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
然
の
風
景
の
中
に
「
詩
の
素
材
」
が
存
在
す
る
と
い
う
宋
代
特
有
の
観
点

に
つ
い
て
は
、
浅
見
洋
二
氏
が
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
「
詩
を
拾
得
す
る
と
い
う
こ
と
、
な
ら
び
に
詩
本
、
詩
材
、
詩
料
―

楊
万
里
、
陸
游
を
中
心
に
」（
注
（
５
）
所
掲
書
）
を
参
照
。

（
８
）  

『
頤
庵
居
士
集
』
の
本
文
は
、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
。
以
下
、
本
文
を
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
に
拠
っ
た

資
料
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
注
釈
に
よ
る
表
記
を
省
略
す
る
。

（
９
）  

省
略
し
た
十
四
句
は
以
下
の
通
り
。「
少
陵
先
生
赴
奉
天
、
烏
帽
麻
鞋
見
天
子
。
乾
坤
瘡
痍
塞
目
慘
、
人
煙
蕭
瑟
胡
塵
起
。
八
月
之
吉
風

凄
然
、
北
征
徒
歩
走
三
川
。
夜
經
戰
塲
霜
月
冷
、
纍
纍
白
骨
生
蒼
煙
。
五
載
栖
栖
客
蜀
郡
、
騎
驢
日
候
平
安
信
。
喜
聞
諸
將
收
山
東
、
拭

泪
一
望
長
安
近
。
瞿
唐
想
見
放
船
時
、
回
首
夔
府
多
愁
思
。」

（
10
）  

胡
宗
愈
「
成
都
草
堂
詩
碑
序
」（『
杜
工
部
草
堂
詩
箋
』
伝
序
碑
銘
）
や
黄
庭
堅
「
刻
杜
子
美
巴
蜀
詩
序
」（『
予
章
黄
先
生
文
集
』
巻
十
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六
）
か
ら
、
北
宋
末
、
実
際
に
杜
詩
が
石
刻
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四
川
に
お
い
て
杜
詩
の
テ
キ
ス
ト
が
石
刻
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
、
あ
る
い
は
陸
游
の
実
地
踏
破
体
験
が
高
く
評
価
さ
れ
た
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）  
陸
游
自
身
も
、「
拾
遺
白
髪
有
誰
憐
、
零
落
歌
詩
遍
兩
川
。」（「
夜
登
白
帝
城
楼
懐
少
陵
先
生
」、『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
、
以
下
引
用
す
る

陸
游
詩
の
本
文
は
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』︹
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
︺
に
拠
っ
た
）
や
「
公
詩
豈
紙

上
、
遺
句
處
處
滿
。
人
皆
欲
拾
取
、
志
大
才
苦
短
。」（「
草
堂
拝
少
陵
遺
像
」、『
剣
南
詩
稿
』
巻
九
）
の
よ
う
に
、
四
川
に
お
い
て
初
め
て

杜
甫
と
い
う
先
人
の
「
歌
詩
」
や
「
遺
句
」
を
発
見
し
た
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

（
12
）  

『
詩
話
総
亀
』
の
本
文
は
、
北
京
人
民
文
学
出
版
社
に
よ
る
一
九
八
七
年
版
に
拠
っ
た
。

（
13
）  

同
じ
記
事
を
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
二
も
引
用
す
る
。
王
直
方
（
一
〇
六
九
～
一
一
〇
九
）
は
江
西
詩
派
の
一
人
。

（
14
）  

同
様
の
表
現
は
、
計
有
功
（
宣
和
三
年
︹
一
一
二
一
︺
の
進
士
）『
唐
詩
紀
事
』
巻
十
八
に
「
先
儒
云
、『
不
行
一
萬
里
、
不
讀
萬
卷
書
、

不
知
老
杜
詩
』、
信
然
。」
と
あ
り
、
王
質
（
一
一
二
七
～
一
一
八
八
）『
詩
総
聞
』
巻
七
に
「
世
傳
『
杜
詩
、
不
讀
萬
卷
書
、
不
行
一
萬

里
、
不
可
以
觀
。』
而
况
古
詩
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
李
昴
英
（
一
二
〇
一
～
一
二
五
七
）「
呉
蓽
門
杜
詩
九
発
序
」（『
文
渓
集
』
巻
三
）
に

も
「
足
未
萬
里
途
、
不
讀
萬
卷
書
、
莫
讀
杜
詩
。」
と
あ
る
。

（
15
）  

杜
甫
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」、『
杜
詩
詳
注
』（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
北
京
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
巻
一
。

（
16
）  

「
一
万
里
を
行
く
」
こ
と
だ
け
を
杜
甫
詩
を
読
む
条
件
と
し
て
挙
げ
た
も
の
に
、「
前
輩
謂
『
不
行
萬
里
、
不
能
通
杜
子
美
詩
。』」（
陳
藻

「
地
理
之
疑
」、『
楽
軒
集
』
巻
八
）
や
、「
不
行
萬
里
、
不
可
讀
杜
詩
也
。」（
楼
鑰
「
答
杜
仲
髙
旃
書
」、『
攻
媿
集
』
巻
六
十
六
）
が
あ
る
。

（
17
）  

蘇
軾
「
贈
杜
介
并
敍
」（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
六
）
に
、「
我
夢
遊
天
台
、
横
空
石
橋
小
。」
と
あ
る
。

（
18
）  

「
詩
史
」
説
に
つ
い
て
は
、
許
総
著
、
加
藤
国
安
訳
『
杜
甫
論
の
新
構
想
―
受
容
史
の
視
座
か
ら
―
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
六
年
）

及
び
浅
見
洋
二
『
中
国
の
詩
学
認
識
』
第
四
部
「
詩
と
歴
史
、
詩
と
作
者
」
を
参
照
し
た
。

（
19
）  

『
渭
南
文
集
』
の
本
文
は
『
陸
放
翁
全
集
』（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
）
に
拠
っ
た
。

（
20
）  

『
老
学
庵
筆
記
』
の
本
文
は
「
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
」（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
に
拠
っ
た
。

（
21
）  

『
西
渓
叢
語
』
の
本
文
は
『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
。

（
22
）  

例
え
ば
、「
秋
風
二
首
」（
其
一
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
七
）
に
「
呉
檣
楚
舵
牽
百
丈
、
暖
向
成
都
寒
未
還
」
や
、「
十
二
月
一
日
三
首
」
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（
其
一
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
四
）
に
「
一
聲
何
處
送
書
雁
、
百
丈
誰
家
上
瀬
船
」
と
あ
る
。

（
23
）  

『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
の
本
文
は
、
中
華
書
局
香
港
分
局
に
よ
る
一
九
七
六
年
版
に
拠
っ
た
。

（
24
）  
こ
の
「
烏
鬼
」
の
解
釈
は
宋
代
よ
り
議
論
さ
れ
て
お
り
、
引
用
し
た
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
は
そ
の
諸
説
を
総
括
し
て
い
る
。

（
25
）  
『
邵
氏
聞
見
後
録
』
の
本
文
は
「
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
」（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
拠
っ
た
。

（
26
）  

浅
見
氏
が
、
詩
歌
に
対
応
す
る
現
実
の
個
別
性
・
多
様
性
の
問
題
化
と
し
て
挙
げ
て
い
る
地
域
差
を
問
題
に
し
た
例
（
注
（
５
）
所
掲

書
、
三
百
三
十
九
～
三
百
四
十
四
頁
）
も
、
言
い
換
え
れ
ば
、
肥
大
化
し
た
現
実
世
界
の
方
に
詩
の
世
界
を
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。

（
27
）  

『
文
心
雕
龍
』
の
本
文
は
、「
中
国
古
典
文
学
叢
書
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
に
拠
っ
た
。

（
28
）  

『
韻
語
陽
秋
』
の
本
文
は
、「
善
本
叢
書
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
に
拠
っ
た
。

（
29
）  

「
詩
人
薄
命
」
に
つ
い
て
は
、
二
宮
俊
博
「
白
居
易
に
於
け
る
詩
人
薄
命
の
認
識
に
つ
い
て
」（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
文
学
論

集
』
第
八
号
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。

（
30
）  

旅
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
原
田
達
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
文
化
の
現
在
」（
追
手
門
学
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
会
編
『
旅
の
文
化
史
』、
駸
々
堂

出
版
、
一
九
九
三
年
）、
エ
リ
ッ
ク
・
リ
ー
ド
著
、
伊
藤
誓
訳
『
旅
の
思
想
史
―
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
か
ら
世
界
観
光
旅
行
へ
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
31
）  

『
風
と
雲　

中
国
文
学
論
集
』（
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

（
32
）  

入
谷
仙
介
「
此
身
合
是
詩
人
未
―
陸
游
の
剣
門
体
験
の
意
義
」（『
詩
人
の
視
線
と
聴
覚
―
王
維
と
陸
游
』、
研
文
出
版
、
二
〇
一
一

年
、
初
出
は
『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
篇
』
第
二
号
、
一
九
七
九
年
）。
該
詩
の
訓
読
も
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
33
）  

吉
川
幸
次
郎
『
宋
詩
概
説
』
序
章
第
七
節
「
宋
詩
の
人
生
観　

悲
哀
の
止
揚
」（
中
国
詩
人
選
集
二
集
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）。


